
 

「２０２３年度 町田市中学生フォーラム」の実施報告について（詳細版） 

 

１ 概要報告（２月に周知済みのものを再掲） 

１ 目的 

町田市内の中学校から生徒の代表者が集い、各学校の課題解決や目標実現に向けた取

組等について交流することを通して、今後の各学校における自主的な取組の活性化を図

るとともに、各自の主体性や協調性等の育成を図る。 

 

２ 概要 

○昨年度から開始し、２回目の実施となる。 

○事前に各中学校の生徒に調査し、テーマを「SNSにおける情報の取扱に関する意識の 

向上に向けて」と決定し、実施した。 

○町田市立中学校各校２名の代表生徒が集い、会の進行や話し合いを生徒が主体となっ

て進めていった。 

○各学校における SNS 利用の現状と課題を共有し、意見交換をした後、「SNS における

情報の取扱に関する意識の向上に向けたキャッチコピー」を検討した。 

 

３ 実施日時・会場 

２０２４年１月２９日（月） 午後２時から午後４時まで 

  町田市庁舎 １０階 １０－２～５会議室 

 

４ 会の流れ 

（１）開会式 

（２）各学校の SNS利用における現状と課題、ＳＮＳトラブル防止に関する取組について

の意見交換 

（３）市内の児童・生徒への、SNS における情報の取扱に関する意識の向上に向けたキャ

ッチコピー作成 

（４）閉会式 

 

５ 生徒が作成した市内の児童・生徒に向けたメッセージ 
グループ 中学校名 メッセージ 

Ａ 
町田第一・ 

つくし野・武蔵岡 

それって送って大丈夫？ 

後悔しないか考えよう！ 

Ｂ 
鶴川・忠生・小山 守ろう！自分との約束 

気づいて！見えない言葉のナイフ 

Ｃ 

鶴川第二・金井・ 

山崎 

STOP‼一線を越えるな 

それは「いじり」？ 

それとも「いじめ」？ 

Ｄ 
町田第三・成瀬台・ 

薬師 

ストップ！ 
言葉のナイフ、 

人に刺せますか？ 

Ｅ 
南大谷・南成瀬・ 
木曽・堺 

責任と思いやりの手札 

Ｆ 

町田第二・南・ 

真光寺・小山田 

S SNS 

T トラブル防止 

O 送る前 
P ピタッと止まって考えよう‼ 



６ 資料 

（１）生徒の活動の様子 

  

  

 

（２）生徒が意見交流する過程で作成したメモ、メッセージの説明 
 

メッセージに込めたい思いやキーワード 市内の児童・生徒に向けた 

メッセージ 

 
  

【 Aグループ 】 【 Bグループ 】 【 Eグループ  】 

   

【 Cグループ 】 【 Dグループ 】 【 Fグループ  】 

 
  
  



２ 各グループの活動の様子 

（１）Ａグループ（町田第一中学校・つくし野中学校・武蔵岡中学校） 

   ◎各学校の SNS に関する取組の共有  

         ↑つくし野中学校 

 

 

 

 

←武蔵岡中学校 

 

〇呼びかけやルールの掲示ができていなかった。チェックリストを実施して

いきたい。（武蔵岡中学校） 

〇川柳などの伝え合う取組があるのがよかった。（町田第一中学校） 

〇独自のルールがあって、自分たちが決めたルールだから、守っていくこと

ができるのでは。（つくし野中学校） 

   ◎キャッチコピーに込めたい思いやキーワードを書きだす  

 

 

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

個人情報を送ることや、悪口と捉えか

ねない言葉を送ってしまうこと、すべ

ての意味が入るキャッチコピーがい

い。（町田第一中学校） 

時間を制限するよりも使い方が重要とい

うことを伝えたい。（つくし野中学校） 



（２）Ｂグループ（鶴川中学校・忠生中学校・小山中学校） 

   ◎各学校の SNS に関する取組の共有  

 

 

 

 

 

 

 

↑鶴川中学校                  ↑忠生中学校 

 

 

 

 

 

 

〇８割が使っていることが分かった。LINE が最多。LINE での仲間はずれ、暴

言、既読無視がある。（鶴川中学校） 

〇利用規約を知らない人がいた。９割が使っていることが分かったが、個人情

報の取扱について２割があまり考えていないのが課題。（忠生中学校） 

〇使用時間が長いのが課題である。トラブルに巻き込まれていることもあっ

た。（小山中学校） 

 

   ◎キャッチコピーに込めたい思いやキーワードを書きだす  

   

  

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

「守ろうルール」だと、既

存のもののような感じがし

た。新しくない。 

「自分」という言葉がよ

い。（小山中学校） 

呼びかけるキャッチコピーが

良い。（忠生中学校） 



（３）Ｃグループ（鶴川第二中学校・金井中学校・山崎中学校） 

   ◎各学校の SNS に関する取組の共有  

 

 

 

 

 

 

 

↑鶴川第二中学校                ↑金井中学校 

 

 

 

 

←山崎中学校 

    

   

〇山崎中学校の活動は素晴らしい。（金井中学校） 

〇鶴二中の取組の事後アンケートで８０％の成果が出ていることはすごいこ

とだと思う。（山崎中学校） 

〇金井中に質問。Classroom にフェイクニュースや AI を混ぜたクイズを作

成する方法とは？（鶴川第二中学校） 

 

   ◎キャッチコピーに込めたい思いやキーワードを書きだす  

  

  

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

キャッチコピーをどれか

１つに絞りたい。（山崎

中学校） 

同じような内容は、１

つにした方が良い。（金

井中学校） 



（４）Ｄグループ（町田第三中学校・成瀬台中学校・薬師中学校） 

   ◎各学校の SNS に関する取組の共有  

↑町田第三中学校                  ↑成瀬台中学校 

    

 

 

 

 

 

 

←薬師中学校 

〇動画などの発信は効果的である。（町田第三中学校） 

〇ポスターの内容がユニークでよい。真似してみたい。（成瀬台中学校） 

〇キャッチコピーが面白く、覚えやすい。実践してみたい。（薬師中学校） 

 

   ◎キャッチコピーに込めたい思いやキーワードを書きだす  

  

  

   

  
市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

長いよりも、短いフレー

ズの方が入りやすい。

（薬師中学校） 

親しみやすさがあった

方が、小学生にも受け

入れられやすいので

は。（成瀬台中学校） 



（５）Ｅグループ（南大谷中学校・南成瀬中学校・木曽中学校・堺中学校） 

   ◎各学校の SNS に関する取組の共有 

↑南大谷中学校       ↓木曽中学校       ↑南成瀬中学校          ↓堺中学校 

 

〇 簡単なことから始められるのがいい。自分の学校でも取り入れたい。（南

大谷中学校） 

〇トラブルが減ったということで、効果がある取組だと思った。（木曽中学

校） 

〇ただルールを作るだけでなく、クイズを作成することで、なじみやすいと

思った。（堺中学校） 

 〇生徒会から講師を招くという取組はいいと思った。（南成瀬中学校） 

  

   ◎キャッチコピーに込めたい思いやキーワードを書きだす 

   

  

   

  
市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

身近にあるものと関連付

けて、分かりやすくする

とよい。（南大谷中学校） 



（６）Ｆグループ（町田第二中学校・南中学校・真光寺中学校・小山田中学校） 

   ◎各学校の SNS に関する取組の共有  

 ↓真光寺中学校                   ↑南中学校         ↓小山田中学校 

 

    

   

〇約 97%の人が PC、スマホ、タブレットなど友達と連絡が取れるツールを

持っている。LINE を使用している人が１番多く、3 時間以上使用している

人が多かった。（小山田中学校） 

〇南中学校から健康の話があった。防止策は分かるが、実際に問題が起こっ

た時にはどうする？（町田第二中学校） 

〇真光寺中学校の川柳は、みんなが意識して取り組めるような内容でいいと

思った。（南中学校） 

   ◎キャッチコピーに込めたい思いやキーワードを書きだす  

  

  

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

ストーリーみたいに

なった方がいいと思

う。（南中学校） 

意味が重なっているの

をまとめよう。（小山

田中学校） 



３ 参加生徒へのアンケート結果 

（１）実施期間  ２０２４年１月２９日（月）から２０２４年２月２６日（月）まで 

 

（２）回答数   ３６件（参加者４０名、回答率９０％） 

 

（３）アンケート結果１：選択項目 

設問 
深く考えるこ

とができた 

考えることが

できた 

あまり考える

ことができな

かった 

全く考えること

ができなかった 

「SNS の情報の取扱に関する意識の向上に

向けて」について考えることができました

か。 

８８.９％ 

（３２件） 

１１.１％ 

（４件） 
― ― 

 

設問 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらかという

とそう思わない 
そう思わない 

「SNS の情報の取扱に関する意識の向上に

向けて」積極的に取り組んでみたいと思いま

したか。 

７７.８％ 

（２８件） 

１９.４％ 

（７件） 

２.８％ 

（１件） 
― 

キャッチコピー作成の際に、積極的に発言で

きましたか。 

５８.３％ 

（２１件） 

３６.１％ 

（１３件） 

５.６％ 

（２件） 
― 

 

設問 参考になった 
参考にならな

かった 

他校の SNS の情報の取扱に関する意識の向

上に向けた取組は、自校の取組の参考になり

ましたか。 

１００％ 

（３６件） 
― 

 

（４）アンケート結果２：中学生フォーラムに参加して、よかったことは何ですか。 

（一部抜粋） 

  〇自分たちでは考えたことのないような意見がたくさんあって良い機会になりました。

また、意見や質問が活発に出るので考えを深めることができました。 

  〇他中学校の生徒会の方と交流し、コミュニケーションをとることで気付いたことが

たくさんあって、学びになった上、そのような方々と話す貴重な機会となり、とて

も良い経験になりました。 

  〇SNS に関する取組はもちろん、普段どんな活動をしているかなども他の学校と共

有できました。 

  〇他の学校の取組を聞くことで、全校生徒が参加してくれる活動をするためのポイン

トや傾向を知ることができました。 

  〇他の中学校の SNS の取組についても知ることができ、自分の学校のこれからの取

組について見直す機会ができました。 

  〇他校の画期的な取組を知ること、違う生徒会の人と話して様々な意見を聞くこと、

今悩んでいる課題や解決策について共有することができたことがよかったです。 

 

（５）アンケート結果４：今後、町田市中学生フォーラムで話し合ってみたいテーマは何

ですか。 

  〇SDGsについて             〇SNSの扱い方について 

  〇ゲーム・スマホ依存について       〇天然資源枯渇の問題について 

  〇生徒会活動について           〇環境保全について 



  〇いじめについて             〇学習意欲を高めるための取組 

  〇地域の人と関わる活動について      〇これからの社会で必要な技術、発想 

  〇けじめのつけ方             〇校則について 

  〇他学年との交流の機会について      〇中学生が巻き込まれやすい犯罪 

  〇Chromebookの使い方について      〇不登校などの長期欠席について 

  〇勉強の仕方、時間の使い方について    〇人権侵害について 

  〇学校内外の交通安全について       〇よい学校にするための取組 

  〇バリアフリーへの取組          〇若者言葉の使用の良し悪しについて 

  〇本当の友達関係のつくり方        〇理想の生活習慣について 

  〇全員が得意や特長を発揮できる学校にするために 

〇登下校の寄り道や近所迷惑な行為を減らすために 

 

（６）アンケート結果３：中学生フォーラムに参加しての感想や意見を書いてください。 

   （一部抜粋） 

  〇最初は少し緊張していたが、自己紹介や話し合いをしていくうちにほぐれていき、

集中して考え、話し合いをすることができた。キャッチコピーの話し合いでは、

jamboard を使用して意見交換をしたりして、いい雰囲気で考えることができ、楽

しかったです。 

  〇様々な意見が聞けて、すごく充実した時間だと感じました。たくさんの違う学校の

生徒の方々と関わることによって、自分のまだ不十分なことや、新しい発見がたく

さんあって、自分を成長させることができたと思いました。生徒会、学校でできる

ことを実践していきたいです。 

  〇とても話しやすい雰囲気を作れていて、とても楽しかったです。司会やはじめの言

葉など、話す人、一人一人が堂々としていて、とてもすごいと感じました。 

  〇すごく貴重な話し合いになったので、とても記憶に残りました。全部の学校のアイ

デアを聞いてみたかったです。 

  〇班のメンバー全員が積極的に話し合いに参加し、意見を出していてとても面白かっ

たです。各学校の取組の意見交換の時間が短かったので、もっと長くしてほしいと

思いました。 

  〇あたたかい雰囲気があり、話しやすかった。質問や感想を考えることは大変だった

が、どの学校の取組もたくさん工夫がされていて驚愕だった。 

  〇各学校で少しずつ違う取組があり、それらに対してとても興味がわきました。時間

の都合もあると思いますが、より多くの学校の取組についてもっと知りたいと思い

ました。 

  〇2回目の話し合いの後に、1回目の話し合いのグループに戻るのだったら、2回目の

話し合いで知ることのできた取組を、1 回目のグループの人達に共有する時間を設

けてみてはどうでしょうか。そうすることで、より多くの取組を知ることができる

し、より詳しい話を聞くことができるのではないかと思います。 

  〇様々な意見に触れることにより、考え方の幅が広がった気がして、有意義な時間に

なったと思います。自分の固定観念にとらわれない柔軟な思考をもつことの必要性

を改めて知ることができた場だったと思います。 

  〇最後にキャッチコピーを発表した時の発言の仕方が、どの人も上手で刺激的でした。

話し合いでは、まるで同じ学校の生徒かと思うくらい盛り上がって、とても楽しか

ったです。たくさん学びを得られたので、ぜひ今後とも継続させていっていただき



たいです。 

  〇このような町田市で行われる大きなイベントに参加したことがなく、初めてだった

のでいい経験になりました。他の中学校に分かりやすく伝えるのは、意外と難しか

ったです。また、すぐに感想を考え、相手に伝えるということはあまりしたことが

なかったので、このような力を今後も伸ばしていきたいと思いました。 

 

（７）まとめ 

  〇会の内容や開催について、否定的な意見はなかった。本会が、生徒が主体的に考え

る場として、その目的に資するものであったと言える。 

  〇２０２４年度の開催については、アンケート結果２・３にあった意見なども踏まえ、

より良い会になるよう、計画していく。 

 

（８） 次年度以降のフォーラムの開催について 

 〇２０２４年度は、夏に中学生フォーラムを実施予定。 

 〇２０２５年度からは、「町田市教育プラン 24‐28」の通り、中学校全校及び小学校

各地区代表 2校で、「児童生徒フォーラム」を実施予定。 

 

 


